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○南相馬市議会議員政治倫理条例 

令和４年１０月３日 

条例第１９号 

（目的） 

第１条 この条例は、南相馬市議会基本条例（令和２年南相馬市条例第１６号）第５条第２

項第３号及び第６条の規定に基づき、南相馬市議会（以下「議会」という。）議員の政治

倫理に関する基本となる事項を定めることにより、議員の政治倫理のより一層の向上を図

り、もって市民に信頼される公正で開かれた議会として、民主的な市政の発展に寄与する

ことを目的とする。 

（議員の責務） 

第２条 議員は、市民の信託を受けた全体の奉仕者として、自らの役割と責任を深く自覚し、

市民の代表者としてふさわしい識見と品位を養い、倫理の保持に努め、その使命の達成に

努めなければならない。 

２ 議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら真摯な態度をも

ってその疑惑を説明し、責任を明らかにしなければならない。 

３ 議員は、公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）及び政治資金規正法（昭和２３年法

律第１９４号）の規定を遵守するとともに、公正かつ清廉な選挙運動及び政治活動を通し

て市民の支持と信頼を培わなければならない。 

（市民の役割） 

第３条 市民は、主権者として自らも市政を担い、公共の利益を実現する責任を有すること

を自覚するとともに、議員の政治活動へ関心を持つよう努め、議員が全体の奉仕者として

市政に携わることを理解する。 

２ 市民は、議員に対して次条に規定する政治倫理基準に違反する働きかけを行ってはなら

ない。 

（政治倫理基準） 

第４条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。 

(1) 市民全体の代表者として著しく品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、その職

務に関して不正等の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。 

(2) 市が資本金、基本金その他これらに準ずるものを出資し、又は拠出している法人及び

指定管理者等に行う許可、認可又は工事等の請負契約、下請工事、業務委託契約、一般

物品納入契約及び指定管理の指定に関して特定業者を推薦し、紹介する等有利な取り計

らいをしないこと。 

(3) 市職員等の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に行使する

よう働きかけないこと。 

(4) 市職員等の採用、昇任、異動等の人事に関し、議員の地位による影響力を行使しない

こと。 

(5) 政治活動に関し、政治的又は道義的批判を受けるおそれのある寄附を受けないことと

し、その後援団体についても同様とすること。 
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(6) その権限又は地位を利用して嫌がらせ、強制、圧力、その他人権侵害のおそれのある

行為をしないこと。 

（審査の請求） 

第５条 市民及び議員は、特定の議員に政治倫理基準に違反する疑いがあると認めるときは、

次の各号に掲げる場合に応じ、当該各号に定める連署をもって、その代表者（以下「審査

請求をした代表者」という。）から、議長に対し、政治倫理基準に違反する疑いがあると

認められる書類その他の物件を添えて、政治倫理基準に違反する行為の存否の審査を請求

することができる。 

(1) 市民が審査を請求する場合 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８条に規定

する選挙権を有する者（審査の請求をするときにおいて、南相馬市の選挙人名簿に登録

されている者に限る）の総数の５０分の１以上の者の連署 

(2) 議員が審査を請求する場合 南相馬市議会議員定数条例に定める定数の５分の１以

上の者の連署。ただし、これらの者が属する議会における会派（以下「会派」という。

会派に属さない議員は、当該議員の総員をもって１の会派とみなす。）が２以上である

こと。 

２ 審査請求は、当該請求に係る行為のあった日の翌日から起算して４年を経過したときは、

請求することができない。 

（審査会の設置） 

第６条 議長は、前条の規定による審査請求があったときは、これを審査するため、南相馬

市議会議員政治倫理審査会（以下「審査会」という。）を設置する。 

２ 審査会は、第４条に規定する政治倫理基準に違反しているかどうかについて審査する。 

（審査会の組織等） 

第７条 審査会は、委員９人をもって組織する。 

２ 審査会の委員は、議員のうちから議長が指名する。 

３ 委員の任期は、前条の規定による審査請求に係る事案について、議長に対しその結果を

報告するまでの期間とする。ただし、当該委員が議員の職を失ったときは、その任期は終

了するものとする。 

４ 審査会に委員長及び副委員長を１人ずつ置き、委員の互選によりこれを定める。 

５ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

６ 委員は、公正かつ適切にその職務を遂行しなければならない。 

（審査会の会議） 

第８条 審査会の会議は、委員長が招集する。 

２ 審査会は、委員の３分の２以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

４ 審査会の会議は、公開とする。ただし、出席委員の３分の２以上の同意を得て、非公開

とすることができる。 

（審査会の調査権限等） 
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第９条 審査会は、必要があると認める場合には、審査対象議員に対する事情聴取その他の

必要な調査を行うこと及び有識者又は関係者の出席を求め、その意見又は説明を求めるこ

とができる。 

（意見の陳述） 

第１０条 審査会は、審査対象議員の申立てがあった場合には、当該審査対象議員に意見を

述べる機会を与えなければならない。ただし、審査会が、その必要がないと認める場合は、

この限りでない。 

（審査結果の報告及び通知等） 

第１１条 審査会は、審査を終了したときは議長に対し、その審査結果を報告書として作成

し提出しなければならない。 

２ 議長は、前項の規定による報告を受けたときは、第５条の規定による審査請求をした代

表者及び審査対象議員に対して、速やかに審査結果を通知するとともに、市民に対しその

要旨を公表しなければならない。この場合において、次項の意見書の提出があったときは、

当該意見書と併せて公表するものとする。 

３ 審査対象議員は、前項の通知を受け取った日から１４日以内に、意見書を議長に提出す

ることができる。 

（審査対象議員に対する措置） 

第１２条 審査対象議員は、前条の報告書において自らの行為が政治倫理基準に違反してい

る旨の指摘がなされたときは、これを尊重し、政治倫理の確保のために必要と認められる

措置を講じなければならない。 

２ 議長は、審査対象議員が前項の措置を自ら講じないときは、議会の名誉と品位を守り、

市民の信頼を回復するため、必要な措置を講ずるものとする。 

（委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用区分） 

２ 第４条の規定は、この条例の施行の日以後に行われる議員の行為について適用する。 

 


